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談 義
いどばた

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

木山中学校

□
□
□
□
□
□
□

全
校
生
徒
数
２
７
４
名
の

木
山
中
学
校
の
文
化
系
部
活

動
で
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
達

を
紹
介
し
ま
す
。

夕
暮
れ
が
迫
っ
た
放
課
後

の
校
舎
、３
階
の
教
室
や
テ
ラ

ス
で
は
、吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
手
に

練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

入
学
式
、卒
業
式
、定
期
演

奏
会
、夏
祭
り
な
ど
、数
多
く

の
出
演
の
場
に
向
け
て
日
々

の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。そ

ん
な
木
山
中
学
吹
奏
楽
部
の

良
さ
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
個

性
を
発
揮
し
、自
己
主
張
出
来

る
先
輩
後
輩
の
関
係
に
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

後
一
旦
引
退
と
な
る
３
年
生

が
、10
月
19
日
の
文
化
活
動
発

表
会
に
向
け
、後
輩
と
共
に
練

習
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

元
部
長
の
山
下
さ
ん
い
わ

く
、「
引
退
後
久
々
に
後
輩
の

演
奏
を
聴
い
て
、と
て
も
上
達

し
た
こ
と
を
感
じ
、こ
れ
で
後

輩
た
ち
に
安
心
し
て
あ
と
を

任
せ
ら
れ
ま
す
」と
、誇
ら
し

げ
な
素
敵
な
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
笑
顔
に

会
え
た
の
は
、部
員
皆
が
お
母

さ
ん
の
よ
う
に
尊
敬
す
る
顧

問
の
堺
詩
代
先
生
や
、久
米
直

子
先
生
の
ご
指
導
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
、部
員
達
の
成
長
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
美
術
部
、１
年
生
４

名
、２
年
生
５
名
、引
退
し
た

３
年
生
12
名
の
中
の
５
名
が

出
席
し
、デ
ッ
サ
ン
、水
彩
画

と
思
い
思
い
の
作
品
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
へ
お
邪
魔
し

ま
し
た
。

顧
問
の
石
川
文
明
先
生
は

赴
任
２
年
目
で
す
。「
出
来
る

だ
け
多
く
の
良
い
作
品
を
見

せ
、触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
描
く

力
を
育
て
た
い
」と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。今
年
２
回
目
と
な
る

夏
休
み
ス
ケ
ッ
チ
日
帰
り
旅

行
に
は
矢
谷
渓
谷
へ
。

ま
た
第
１
回
ふ
る
さ
と
彼

岸
花
祭
り
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に

も
参
加
、壁
画
大
会
同
様
今
後

も
恒
例
と
な
り
そ
う
で
す
。

第
66
回
熊
日
学
童
ス
ケ
ッ

チ
展
で
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

表
紙
を
飾
る
熊
日
賞
に
輝
い

た
保
田
君
を
は
じ
め
、天
賞
、

地
賞
、人
賞
に
計
10
名
も
の
作

品
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
、木
山

中
学
美
術
部
の
名
は
県
下
に

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

部
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が

光
り
ま
す
。

今
ま
さ
に
芸
術
の
秋
到
来

で
す
。（

取
材  

坂
田
み
は
る
） お気に入りの一枚を手に「はぁ～いチーズ」

最後までガンバレー　　益城第二幼稚園最後までガンバレー　　益城第二幼稚園

①　片足で立ったまま靴下を履くことが出来ない
②　家の中でつまずいたり滑ったりすることが度々ある
③　手すりがないと階段を上る事ができない
④　15分（約１キロメ─トル）ほど歩き続ける事が出来ない
⑤　横断歩道を青信号で渡りきれない
⑥　２㎏の荷物（１リットルの牛乳パック２本ほど）を持って歩くのが困難
⑦　掃除機の移動や布団の上げ下ろしなど、力のいる家事が困難

★　一つでも当てはまる項目があれば、運動器（ロコモ）が衰えています。
　　日頃から体を動かしましょう。

資料提供：保健福祉センタ─

平
成
25
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
審
議

町
政
を
問
う　

一
般
質
問

「
伝
え
る
」か
ら

「
伝
わ
る
」広
報
誌
へ

全
国
広
報
委
員
研
修
に
学
ぶ

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

学
校
自
慢　

木
山
中
学
校

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

楽器の音色に耳を研ぎ澄まし演奏中

�
�
�
�
�
�
�

健康長寿を目指して
７つのロコモチェック をしてみませんか？
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9月
定例議会
9月

定例議会
補
正
予
算

保
育
士
の
人
材
確
保

対
策
と
し
て
保
育
士

等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
事
業
補
助
金

保
育
士
の
人
材
確
保
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
県

の
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活

用
し
て
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
に
取
り
組
む
認
可

保
育
所
へ
の
補
助
を
行

う
。
県
か
ら
の
補
助
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
待
機
児
童
の
早

期
解
消
の
た
め
に
、
保
育

所
の
整
備
等
に
よ
っ
て
量

的
拡
大
を
図
る
中
に
、
保

育
士
の
人
材
確
保
及
び
処

遇
改
善
に
取
り
組
む
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

来
年
２
月

益
城
町
制
60
周
年
記
念
式
典

平
成
26
年
２
月
22
日
、

益
城
町
制
60
周
年
記
念
式

典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

準
備
費
と
し
て
補
正
が
決

定
し
た
。
過
去
30
周
年
が

昭
和
59
年
、
40
周
年
が
平

成
６
年
、
50
周
年
が
平
成

16
年
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
今
回
は
60
周
年
と
し
て

式
典
を
中
心
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。

平
成
24
年
度

決
算
を
問
う

一
般
会
計
決
算
の
状
況

か
ら
、「
益
城
台
地
東
土

地
区
画
整
理
組
合
準
備
委

員
会
へ
の
運
営
補
助
及
び

技
術
支
援
、
西
地
区
の
商

業
施
設
誘
致
に
伴
う
計
画

変
更
、
東
地
区
の
市
街
化

区
域
編
入
に
伴
う
手
続
き

関
係
協
議
を
行
っ
た
」
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

運
営
補
助
と
は
、
毎
年

計
上
し
て
い
る
運
営
費
に

対
す
る
金
銭
的
な
補
助
の

こ
と
で
あ
る
。

西
地
区
の
商
業
施
設
誘

致
に
伴
う
計
画
変
更
と
は
、

平
成
21
年
に
住
居
系
の
用

途
で
許
可
が
お
り
て
い
る

が
、今
回
商
業
施
設
イ
ズ

ミ
の
進
出
と
い
う
こ
と
が

あ
り
、そ
の
変
更
に
伴
う

協
議
と
、東
地
区
の
市
街

化
区
域
編
入
の
線
引
き
見

直
し
に
関
し
て
県
・
市
と

調
整
を
行
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
決
算

一
般
会
計
決
算
の

単
年
度
収
支
の
状
況

平
成
24
年
度
一
般
会
計

収
支
の
状
況
は
、歳
入
総

額
が
１
１
０
億
１
９
８
０

万
４
千
円
、歳
出
総
額
１

０
５
億
１
３
５
９
万
２
千

円
で
、歳
入
歳
出
差
引
額

が
５
億
６
２
１
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

翌
年
へ
の
繰
越
財
源
が

２
億
５
０
０
万
１
千
円
あ

り
、実
質
収
支
額
は
３
億

１
２
１
万
１
千
円
と
な
る
。

ま
た
、単
年
度
収
支
は

２
８
６
５
万
８
千
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

請
願
１
件
不
採
択

国
に
対
し
て
「
消
費
税

増
税
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

体
育
施
設
費
に
関
連
し

て
、
飯
野
西
地
区
運
動
広

場
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
運
動
広
場
の
違
い
、

利
用
目
的
に
つ
い
て
の
違

い
は
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
、
町

民
の
体
育
の
向
上
と
健
康

増
進
を
図
る
施
設
で
あ
り
、

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
町

民
運
動
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
適
用

を
受
け
る
施
設
と
な
る
た

め
に
利
用
申
し
込
み
が
必

要
で
あ
る
。

運
動
広
場
は
利
用
申
し

込
み
が
不
要
の
た
め
、
自

由
に
遊
べ
る
広
場
と
し
て

使
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
つ
い
て
、
保
険
給
付

費
が
減
少
し
て
い
る
。
ま

た
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
及
び
高
額
療
養
費

が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
何
か
。

一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
が
前
年
度
よ
り
約
３

０
０
０
万
円
、
高
額
療
養

費
も
約
１
３
０
０
万
円
減

文
化
会
館
外
壁
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
予
定
価
格

９
６
０
２
万
円
に
対
し
、

落
札
価
格
が
９
３
８
０
万

円
と
落
札
率
が
か
な
り
高

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
入

札
参
加
業
者
６
社
と
も
に

高
い
入
札
数
値
を
提
示
し

て
い
る
が
、
執
行
部
と
し

て
こ
の
数
字
を
適
正
と
考

え
て
い
る
の
か
。

東
日
本
の
復
興
事
業
、

被
災
地
以
外
で
の
耐
震
工

事
、
更
に
円
安
に
よ
っ
て

輸
入
価
格
の
高
騰
等
建
築

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
。

一
般
競
争
入
札
に
応
礼

し
た
各
社
は
、
適
正
な
工

事
、
適
正
な
価
格
で
工
事

に
必
要
な
金
額
を
見
積

も
っ
た
結
果
で
あ
り
、
適

正
で
あ
る
と
思
う
。

少
し
た
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

減
少
し
、
さ
ら
に
入
院
な

ど
の
高
額
医
療
費
の
件
数

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。町

道
の
路
線
認
定

高
速
道
路
西
線
は
幅
員

が
狭
く
、
車
の
離
合
が
難

し
い
。
今
後
改
良
等
は
考

え
て
い
る
の
か
。

車
の
離
合
を
可
能
に
す

る
た
め
に
は
、
道
路
西
側

の
排
水
路
に
蓋
を
し
て
道

路
幅
員
の
確
保
が
考
え
ら

れ
る
。
今
後
、
排
水
路
が

車
道
と
し
て
利
用
で
き
る

か
調
査
を
行
い
、
道
路
整

備
の
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。 広

安
西
小
学
校
普
通
教

室
棟
増
築
工
事
に
つ
い

て
、
25
年
度
当
初
予
算
で

は
１
億
５
７
４
０
万
９
千

円
で
あ
っ
た
が
、
今
回
２

億
を
超
え
る
の
は
な
ぜ

か
。24

年
度
補
正
で
３
割
の

４
９
９
８
万
５
千
円
を
計

上
し
、
25
年
度
当
初
予
算

で
、
国
の
補
助
７
割
の
１

億
５
７
４
０
万
９
千
円
、

合
わ
せ
て
総
額
２
億
７
３

９
万
４
千
円
と
な
っ
た
。

広
安
西
小
学
校
普
通
教

室
棟
増
築
工
事
に
つ
い

て
、
一
期
工
事
は
工
事
期

間
が
２
ヶ
月
も
遅
れ
た
。

今
回
は
大
丈
夫
か
。

工
期
に
は
余
裕
を
も
っ

て
計
画
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度

補
正
予
算
等
を
問
う

小
池
秋
永
公
民
館
の
バ

イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
移
転
費

用
に
つ
い
て
、そ
の
移
転
先
、

土
地
、建
物
に
つ
い
て
伺
う
。

移
転
先
は
、
小
池
秋
永

地
内
に
予
定
し
て
い
る
。

面
積
は
５
４
７
㎡
で
、

県
・
町
・
移
転
先
所
有
者

の
三
者
契
約
で
締
結
予
定

で
あ
り
、
現
公
民
館
用
地

売
却
代
金
と
移
転
予
定
地

取
得
価
格
と
の
差
額
は
、

２
５
６
万
４
千
円
を
計
上

し
た
。
建
物
に
つ
い
て
は

該
当
集
落
と
県
と
で
移
転

に
伴
う
補
償
に
つ
い
て
協

議
中
で
あ
る
。

今
回
条
例
制
定
も
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、子
ど
も・

子
育
て
会
議
の
委
員
の
選

定
と
範
囲
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

委
員
の
選
定
は
子
ど
も

子
育
て
支
援
に
関
し
、
学

識
経
験
の
あ
る
者
、
事
業

に
従
事
す
る
者
、
及
び
公

募
に
よ
る
者
で
15
名
以
内

を
考
え
て
い
る
。

子ども・子育て会議の委員選定
グラウンドと運動広場どうちがう？

ご　意　見　番

臨
時
議
会

文
化
会
館
外
壁
他
改
修
工
事
及
び
広
安
西
小
学
校
普

通
教
室
棟
増
築
工
事（
２
期
）に
伴
う
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
し
、い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

平
成
25
年
８
月
12
日

平成25年度補正予算

子育て支援がさらに充実
保育士の処遇改善に補助金

平
成
25
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
会
期
９
日
間
で
開

か
れ
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
７
件
、
平
成
24
年
度
決
算
認
定
９
件
、
条
例
の
改

正
４
件
、報
告
２
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、可
決
・
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

主
な
補
正
は
保
育
士
の
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金
５
８
８
万
円
、
来
年
２

月
に
予
定
し
て
い
る
益
城
町
制
60
周
年
記
念
行
事
準
備
費
２
７
４
万
円
な
ど
。
ま

た
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
た
。

広崎地区高速道路西側

区画整理空中写真
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調
査
・
研
究
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む

町
長　
健
康
づ
く
り
推
進
員
や
関

係
組
織
と
健
康
問
題
に
つ
い
て
は

研
究
を
し
て
、健
康
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、今
後
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
健
康
に

さ
ら
に
入
湯
券
や
商
品
割
引
券

に
も

江
越　
溜
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
の
利
用

券
や
文
化
会
館
で
の
文
化
事
業
の

割
引
、入
浴
券
、マ
ッ
サ
ー
ジ
券
、

更
に
は
商
品
券
や
割
引
券
、保
育

園
や
幼
稚
園
、学
校
な
ど
へ
の
寄

付
な
ど
に
活
用
で
き
る
。

　
ま
さ
に
健
康
に
な
っ
て
社
会
貢

献
が
で
き
る
一
石
二
鳥
で
は
な
い

か
。

既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

実
施
内
容
を
参
考
に
研
究
を
進

め
る

町
長　

町
が
実
施
す
る
健
康
メ

ニ
ュ
ー
を
行
っ
た
住
民
の
方
が
特

典
を
受
け
ら
れ
る
制
度
と
認
知
し

て
い
る
。
町
で
は
健
康
的
に
活
動

で
き
る
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

を
大
き
な
目
標
と
し
、
健
康
づ
く

り
や
健
康
診
断
の
受
診
を
奨
励
し

て
い
る
。
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
組

み
を
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体

の
内
容
を
調
査
研
究
し
て
、
実
現

に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

江
越　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
提
案

す
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
医

療
費
と
介
護
費
の
問
題
は
深
刻
で

あ
り
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
健
康
診
断
の
受

診
や
各
種
健
康
講
座
の
受
講
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
も
含
め
て
、
参

加
さ
れ
た
方
に
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま

る
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
制
度
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

宮
﨑　
里
道
を
広
げ
る
場
合
は
、

建
築
基
準
等
か
ら
道
路
の
中
心
か

ら
２
メ
ー
ト
ル
か
、
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
の
道
路
に
し
て
い
る
が
、
集

落
内
の
道
路
用
地
の
提
供
は
大
変

困
難
な
の
で
、
出
来
れ
ば
救
急
車

が
通
れ
る
約
３
メ
ー
ト
ル
程
度
の

道
幅
が
出
来
な
い
か
。
更
に
提
供

し
た
道
路
用
地
の
固
定
資
産
税
は

減
額
出
来
な
い
か
。

法
的
な
制
約
や
町
と
し
て
の
基

準
に
基
づ
き
公
平
に
対
処

道
路
用
地
の
税
の
減
額
は
可
能

町
長　

道
路
を
拡
幅
す
る
場
合

は
、
建
築
基
準
法
や
都
市
計
画
法

等
制
限
を
受
け
、
更
に
町
と
し
て

も
公
共
事
業
と
し
て
の
基
準
を
設

け
て
処
理
し
て
い
る
の
で
、
必
ず

し
も
救
急
車
の
通
れ
る
３
メ
ー
ト

ル
幅
に
広
げ
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
ま
た
道
路
用
地
に
提
供
さ
れ

た
部
分
は
、
そ
の
面
積
が
明
確
で

あ
れ
ば
、
町
に
申
請
す
れ
ば
、
固

定
資
産
税
の
減
額
は
可
能
で
あ

る
。

民
間
の
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
区
計
画
等
に
よ
り
開
発
を
進

め
る

町
長　
地
域
再
生
道
路
を
活
用
し

て
秩
序
あ
る
町
の
開
発
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
農
地
法
や
農

振
法
あ
る
い
は
都
市
計
画
法
等
の

規
制
を
受
け
、
具
体
的
な
計
画
が

作
れ
な
い
。
今
後
は
、
総
合
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
、
民
間
活
力
も
活
用
し
な

が
ら
、
地
区
計
画
等
に
よ
り
町
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

各
種
の
制
約
を
克
服
し
て
、

本
地
域
の
開
発
計
画
を

早
急
に
作
る
べ
き
で
は

宮
﨑　
例
え
各
種
の
制
約
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
我
が
町
の
将
来
を

見
た
場
合
、
地
域
再
生
道
路
沿
い

を
我
が
町
開
発
の
核
、
更
に
起
爆

剤
と
し
て
の
地
位
付
け
の
も
と

に
、
一
貫
し
た
我
が
町
の
意
思
と

し
て
の
開
発
計
画
を
早
急
に
作
成

し
、
県
等
に
働
き
か
け
を
し
て
行

く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

宮
㟢　
幾
重
も
の
規
制
の
か
か
る

第
２
空
港
線
沿
い
や
、
県
道
小
池

竜
田
線
や
第
２
空
港
線
へ
の
連
接

道
路
問
題
で
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
区
画
整
理
事
業
等
か
ら
見
て
、

来
年
度
完
成
予
定
の
空
港
か
ら
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
ま
で
の
地
域
再
生
道

路
を
活
用
し
た
町
の
開
発
が
最
も

重
要
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
地
域
再

生
道
路
沿
い
の
開
発
計
画
が
具
体

的
に
作
成
で
き
な
い
の
か
。
そ
の

要
因
は
、
法
令
か
、
経
費
か
、
町

民
の
意
思
か
。

農
地
法
等
の
規
制
で
具
体
的
な

計
画
が
作
れ
な
い

町
長　
本
地
域
の
開
発
構
想
に
つ

い
て
は
、
第
５
次
益
城
町
総
合
計

画
や
益
城
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
等
に
よ
り
構
想
を
決
め
て

い
る
が
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に

あ
り
農
地
法
等
の
規
制
を
受
け
、

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
開
発
計
画

が
作
成
出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
と
も
我
が
町
の
将
来
を

考
え
、
規
制
緩
和
を
勝
ち
取
る
た

め
に
努
力
し
た
い
。

健
康
診
断
・
講
座
を
受

講
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
る
「
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
制
度
を

健康マイレージ制度を導入して町民の健康
増進をはかれ
導入している自治体などを調査・研究し、
スピード感をもって取り組む

地域再生道路沿いの開発が、なぜ出来ないのか
各種の法的制約で、具体的な計画が作れない

集落内道路をせめて救急車が通れる広さに
法令の制約や町としての基準により公平に対処

宮﨑　金次議員江越　信保議員

地
域
再
生
道
路
沿
い
の

開
発
計
画
が
出
来
な
い

要
因
は
何
か

集
落
内
の
里
道
を
緊
急

時
に
救
急
車
が
通
れ
る

広
さ
に
出
来
な
い
か

来年度完成予定の地域再生道路

集落内の狭い道路

インストラクター指導のもと開催中の「健康運動教室」

保健福祉センターにおける健康講座
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甲
斐　
今
年
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
、

厚
労
省
の
報
告
で
は
室
内
で
も
熱

中
症
で
入
院
す
る
患
者
数
が
多
く

発
生
し
て
い
る
。
県
内
の
小
中
学

校
で
は
、
空
調
設
備
を
設
置
す
る

学
校
が
増
え
て
い
る
。
上
益
城
郡

内
の
学
校
で
も
設
置
し
て
い
る
町

も
あ
る
。

特
に
今
年
は
、
Ｐ
Ｍ
２・
５
に

よ
る
大
気
汚
染
が
大
き
な
話
題
に

な
っ
た
。
益
城
町
で
も
教
育
学
習

環
境
を
し
っ
か
り
整
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

体
調
管
理
や
財
政
上
の
問
題
が

あ
る
た
め
、
研
究
、
検
討
を
し

た
い

教
育
長　
良
い
環
境
で
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
と
願
う
保
護
者
の
心

情
は
理
解
で
き
る
。

一
方
、
夏
は
汗
を
流
し
た
後
、

空
調
で
急
激
に
冷
や
す
よ
り
扇
風

機
の
方
が
体
調
管
理
し
や
す
い
と

の
識
者
の
声
も
あ
る
、
財
政
上
の

問
題
も
あ
る
の
で
、
空
調
設
備
設

置
に
つ
い
て
は
、
研
究
、
検
討
し

た
い
。

維
持
管
理
費
と
し
て
使
う
こ
と

を
承
諾
し
て
い
な
い
、
寄
付
金

は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る

甲
斐　

益
城
カ
ン
ト
リ
ー
側
は

「
町
に
対
す
る
寄
付
金
と
し
て
町

長
に
手
渡
し
て
お
り
、
三
王
免
池

の
維
持
管
理
費
と
し
て
使
う
こ
と

を
承
諾
し
て
い
な
い
。
町
長
は
一

人
で
あ
り
同
席
者
は
い
な
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る
。

寄
付
金
は
町
の
財
政
に
納
入
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
９６
条
９
項
は
、
寄
付

金
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
町
長
は
そ
れ
を

怠
っ
て
い
れ
ば
、
地
方
自
治
法
に

抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

５
０
０
万
円
は
、
覚
書
に
基
づ

く
未
払
い
分
で
あ
る

町
長　
覚
書
に
基
づ
く
ゴ
ル
フ
場

側
か
ら
の
地
元
に
対
す
る
支
払
い

で
あ
り
、
地
元
の
地
権
者
の
方
か

ら
の
要
請
が
あ
り
受
け
取
っ
た
も

の
で
あ
る
。

三
王
免
池
の
維
持
管
理
費
と
し

て
受
け
取
っ
た

町
長　
２
年
前
の
議
会
で
答
弁
し

て
い
る
よ
う
に
、
い
さ
さ
か
も
変

わ
っ
て
お
ら
ず
寄
付
金
と
し
て
は

受
け
取
っ
て
い
な
い
。

５
０
０
万
円
は
、
覚
書
に
基
づ

く
ゴ
ル
フ
場
側
か
ら
の
三
王
免
池

の
維
持
管
理
費
と
し
て
、
地
元
に

対
す
る
支
払
い
で
あ
り
、
寄
付
金

と
し
て
受
け
取
る
金
で
は
な
い
。

横
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
地
元
の
役

員
の
皆
さ
ん
方
と
受
け
取
っ
た
。

Ｎ
氏
は
入
院
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

代
理
の
方
が
受
け
取
っ
た
。

甲
斐　
益
城
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

は
ゴ
ル
フ
場
入
口
の
側
溝
整
備
を

し
て
欲
し
い
と
、
５
０
０
万
円
を

町
に
対
す
る
寄
付
金
と
し
て
町
長

に
渡
し
た
と
話
し
て
い
る
。
寄
付

者
の
意
向
を
無
視
し
て
、
勝
手
に

ほ
か
の
目
的
に
流
用
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。

受
け
取
る
際
に
、
町
長
は
寄
付

者
に
対
し
て
、
町
へ
の
寄
付
で
は

な
く
水
利
組
合
へ
の
維
持
管
理
費

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
い
う
了
解
を
取
っ
た
の
か
。
了

解
を
取
ら
な
か
っ
た
か
ら
今
の
問

題
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
室
で
の
受
け
渡
し
の
際
に
、

町
長
は
同
席
者
が
い
た
と
言
っ
て

い
る
が
こ
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
た
め
に
も
、
町
長
側
の
同
席

者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
同
席
し
て

い
た
と
答
弁
し
て
い
た
領
収
書
の

発
行
人
で
あ
る
本
土
山
嘱
託
員
Ｎ

氏
は
当
時
嘱
託
員
で
は
な
く
、
入

院
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
同
席
で
き

る
状
況
に
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
Ｎ

氏
は
受
領
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

髙
橋　
保
育
園
、
幼
稚
園
で
は
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

虫
歯
予
防
に
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
を
計
画
し
て
い
る

町
長　
保
育
所
・
幼
稚
園
の
４
歳
、

５
歳
を
対
象
に
、
虫
歯
予
防
に

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
を
計
画
し

て
い
る
。
フ
ッ
素
を
入
れ
た
水
で

１
分
間
う
が
い
を
す
る
こ
と
で
、

歯
の
質
を
強
く
し
、
虫
歯
に
対
す

る
抵
抗
力
が
強
化
さ
れ
る
。

　

現
在
は
各
園
に
出
向
い
て
、
保

護
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
、
実
施
体
制
を
十
分
に
整
備
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

保
護
者
、
職
員
が
共
通
認
識
を

も
っ
て
実
施

教
育
長　
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い

て
は
、
御
船
保
健
所
、
上
益
城
教

育
事
務
所
か
ら
、
実
施
に
関
す
る

意
向
調
査
が
あ
っ
て
お
り
、
県
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
も
示
さ
れ

て
い
る
。

　

実
施
要
領
な
ど
を
保
護
者
、
学

校
職
員
と
し
っ
か
り
周
知
し
、
共

通
認
識
を
も
っ
た
う
え
で
実
施
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

業
を
展
開
す
る
べ
く
検
討
し
て
い

く
。健

康
づ
く
り
ル
ー
ム
で
週
１
回

３
ヶ
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て

い
る
。
平
成
26
年
度
は
回
数
や
募

集
人
員
を
倍
に
増
や
し
て
対
応
し

た
い
。

ま
た
、
卓
球
台
は
18
歳
未
満
に

限
ら
ず
、
大
い
に
活
用
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。

敷
地
内
の
え
の
き
の
ア
オ
バ
ズ

ク
（
ふ
く
ろ
う
）
は
５
月
ご
ろ
飛

来
し
、
秋
に
は
再
び
南
下
し
、
東

南
ア
ジ
ア
で
越
冬
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
地
域
の
方
と
職
員
が
一
緒

に
な
っ
て
見
守
り
、
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
て
、
え
の
き
を
残
し
て
よ

か
っ
た
と
思
う
。

髙
橋　
５
月
オ
ー
プ
ン
以
来
の
来

館
者
数
及
び
利
用
者
の
感
想
は
ど

う
か
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
事
業
に
お

い
て
は
、
申
し
込
み
者
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は

何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
卓
球
台
の
使
用
及
び

ア
オ
バ
ズ
ク
の
保
護
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

温
か
み
と
利
便
性
の
あ
る
施
設

と
し
て
好
評
で
あ
る

町
長　
５
月
の
開
館
以
来
、
各
種

検
診
、
予
防
接
種
な
ど
の
保
険
事

業
で
約
５
，０
０
０
人
、
公
民
館

の
生
涯
学
習
活
動
と
し
て
57
団

体
、
延
べ
２
，６
０
０
人
の
利
用

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
館

の
来
館
者
が
８
，４
９
４
人
を
超

え
る
利
用
が
あ
っ
た
。

利
用
者
の
感
想
は
、
県
産
材
の

杉
、
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
て
い
る
の

で
温
か
み
の
あ
る
施
設
と
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
雨
天

の
際
に
も
、
濡
れ
る
こ
と
な
く
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
利
便

性
が
大
幅
に
向
上
し
た
と
喜
ば
れ

て
い
る
。
設
備
、
機
能
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
で
各
種
事

保健福祉センターの活用状況はどうか
さらなる各種事業展開を検討していく

子どもの歯の予防についての取り組みは
フッ化物洗口の実施を計画している

益城カントリーから町長に手渡した500万円は、
町への寄付金とすべきではなかったのか

寄付として受け取らず、三王免池の維持管理費として地元役員に渡した

小中学校の教室に冷暖房設備を設置してはどうか
汗を流した後、冷暖房より扇風機の方が体調管理しやすい
との識者の声もある。財政上の問題もあり研究、検討したい 髙橋津代美議員甲斐　康之議員

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

利
用
者
の
感
想
は

歯
の
予
防　

保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
取
り
組
み
は

今年益城で生まれた福ちゃんです

えのき保健福祉センター

小
中
学
校
の
教
室
に
冷

暖
房
設
備
を
設
置
し
た

ら
ど
う
か

５
０
０
万
円
は
、
町
へ

の
寄
付
と
し
て
扱
う
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
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９月議会

建
設
・
経
済
常
任
委
員

会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
９

議
案
に
つ
い
て
審
査
を

お
こ
な
い
、
い
ず
れ
も
原

案
の
通
り
全
会
一
致
で
可

決
・
認
定
し
た
。

な
お
、
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
補

助
金
で
質
疑
が
あ
り
、「
九

州
一
斉
広
域
捕
獲
が
３
月

23
日
よ
り
30
日
ま
で
の
８

日
間
の
う
ち
日
曜
日
を
除

き
、
実
施
さ
れ
る
」
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
定
住
促
進
整
備

事
業
に
つ
い
て
も
質
疑
が

お
こ
な
わ
れ
、
砥
川
地
区

に
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て

定
住
促
進
上
下
水
道
整
備

工
事
を
行
う
と
の
説
明
を

受
け
た
。
工
事
着
工
に
お

い
て
は
、
地
元
と
十
分
な

協
議
を
し
た
う
え
で
お
こ

な
う
よ
う
に
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
24

年
度
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
で
は
、
県

に
対
し
秋
津
川
の
早
期
改

修
と
市
街
化
区
域
拡
大
の

要
望
が
あ
り
、
公
共
下
水

道
特
別
会
計
で
は
、
区
域

外
流
入
負
担
金
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
っ
た
。

現
地
視
察
で
は
、
グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
木
山
線
、
第
二

鉄
砂
川
下
部
工
工
事
現

場
、
砥
川
地
区
の
定
住
促

進
整
備
事
業
予
定
箇
所
、

嘉
島
町
町
道
路
線
認
定
承

諾
予
定
箇
所
を
視
察
し
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
か
ら
説
明

を
受
け
確
認
を
し
た
。

 建 設
   経 済  

定住促進整備事業では、地元と十分
な協議をおこなうように

９月議会

総
務
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
「
平
成

25
年
度
益
城
町
一
般
会
計

補
正
予
算
」
等
の
５
議
案

に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
・
認
定
し

た
。な

お
、
平
成
24
年
度
益

城
町
一
般
会
計
決
算
認
定

の
中
で
、
災
害
用
の
備
品

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
飲
料
水
及
び
五
目
ご

は
ん
３
０
０
人
分
×
３
日

分
、
粉
ミ
ル
ク
、
毛
布
、

マ
ッ
ト
、
救
急
セ
ッ
ト
等

が
備
蓄
出
来
た
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
更
に
、
小
・

中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
先

生
方
を
支
援
す
る
た
め
に

専
門
員
を
派
遣
し
て
効
果

を
上
げ
て
い
る
旨
の
説
明

が
あ
っ
た
。

ま
た
、国
に
対
し
て「
消

費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

福
祉
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
13
議
案

（
補
正
予
算
５
議
案
、
決

算
認
定
６
議
案
、
条
例
の

制
定
２
議
案
）
に
つ
い
て

審
査
を
お
こ
な
い
、
関
係

課
長
か
ら
詳
細
な
説
明
を

受
け
、慎
重
審
査
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可

決
・
認
定
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
運
用

で
は
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
の
運
動
、
健
診
及
び
食

事
等
の
健
康
づ
く
り
や
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
の

活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
制
度
そ
の

も
の
に
反
対
の
意
見
は

あ
っ
た
が
、
そ
の
他
特
段

の
意
見
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
特
段
の
意
見

は
な
か
っ
た
。

現
地
視
察
に
つ
い
て

は
、
ひ
ろ
や
す
保
育
園
と

益
城
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
を

視
察
し
た
。

ひ
ろ
や
す
保

育
園
で
は
、
運

営
方
針
や
保
育

士
の
確
保
の
難
し
さ
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ま
し
き
健

診
・
特
定
健
診
等
の
健
診

内
容
や
受
診
者
の
現
状
及

び
保
健
指
導
等
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
健
診
状
況
を

確
認
し
た
。

る
請
願
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
福
祉
費
等
の
増
大
に

対
応
す
る
た
め
に
国
会
で

十
分
に
審
議
さ
れ
決
定
さ

れ
た
事
項
で
も
あ
り
、
意

見
書
の
提
出
に
は
、
全
会

一
致
で
反
対
で
あ
っ
た
。

現
地
視
察
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
木
山

線
の
鉄
砂
川
橋
梁
下
部
工

工
事
個
所
、
広
安
西
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
小

池
秋
永
公
民
館
建
設
予
定

地
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

特
に
広
安
西
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
雨
に
よ
る
砂

の
流
失
防
止
策
に
つ
い

て
、
今
後
何
ら
か
の
対
処

策
が
必
要
で
あ
る
と
の
見

解
で
あ
っ
た
。

←

福　祉待 機 児 童
保育士不足が課題

広
安
西
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
砂
流
出
防

止
策
の
検
討
を

総　務

小池秋永新公民館建設予定地視察 広安西小グラウンドの視察

ひろやす保育園の視察

ましき健診状況の視察（保健福祉センター）

第二鉄砂川下部工工事現場

定住促進整備事業予定箇所視察
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組
合
議
会
は
、８
月
７
日
か
ら
９

日
の
日
程
で
、し
尿
汚
泥
再
生
処
理

を
行
っ
て
い
る
四
国
の
２
つ
の
事
務

組
合
の
処
理
施
設
を
視
察
し
た
。

当
組
合
の
し
尿
処
理
施
設
は
、

稼
働
22
年
を
経
過
し
、老
朽
化
に

よ
る
設
備
の
更
新
時
を
迎
え
て
い

る
。数
々
の
施
策
を
ほ
ど
こ
し
な
が

ら
耐
用
年
数
の
延
伸
を
図
っ
て
き

た
が
、施
設
の
急
激
な
性
能
低
下
が

見
受
け
ら
れ
る
た
め
、新
た
に
資
源

化
施
設
を
設
置
し
た
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
必
要
と
な

る
た
め
、先
行
設
備
を
行
っ
て
い
る

四
国
の
事
務
組
合
を
視
察
し
た
。

初
日
は
、香
川
県
坂
出
市
、宇
多

津
広
域
行
政
事
務
組
合
、汚
泥
再

生
処
理
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

処
理
能
力
は
１
日
85
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
で
、平
成
13
年
４
月
か
ら
稼
働

し
、浄
化
槽
公
共
下
水
道
の
普
及

状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
施
設
で
、

膜
分
離
等
最
新
の
処
理
能
力
を
整

え
、水
処
理
設
備
か
ら
発
生
す
る

の
が
あ
り
、多
く
の
議
会
広
報
担

当
者
の
視
察
を
受
け
入
れ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、現
在
の
広
報
委

員
は
新
人
が
３
名
と
な
り
議
会
報

発
行
の
技
術
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

１
日
目
は
、文
書
表
現
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
山
田
ズ
ー
ニ
ー
氏

の「
通
じ
る
・
人
を
動
か
す
！
文
書

を
書
く
」と
題
し
て
、講
演
が
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
通
じ
る
要

件
と
し
て
、自
分
は
相
手
か
ら
ど

う
見
ら
れ
て
い
る
か
、一
番
言
い
た

い
こ
と
は
何
か
、ど
ん
な
結
果
を
出

し
た
い
か
、想
い
は
何
か
、相
手
へ

ど
う
理
解
を
さ
せ
る
か
な
ど
、読

者
に
本
意
が
通
じ
る
表
現
力
を
教

わ
り
ま
し
た
。

次
に
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
の

長
澤
忠
徳
氏
に
よ
る「
広
報
紙
面

デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
知
識
」と
題
し

て
、フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
活
用
と
レ
イ
ア

ウ
ト
、プ
リ
ン
ト
メ
デ
イ
ア
の
作
り

汚
泥
の
一
部
を
堆
肥
化
し
て
い
た
。

２
日
目
は
、愛
媛
県
伊
予
市
、松

前
町
共
立
衛
生
組
合「
塩
美
園
」を

視
察
し
た
。

処
理
能
力
１
日
68
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
で
平
成
12
年
４
月
か
ら
稼
働
し
、

し
尿
浄
化
槽
汚
泥
の
水
処
理
設
備

か
ら
発
生
す
る
汚
泥
と
、学
校
給
食

の
生
ご
み
を
合
わ
せ
て
処
理
し
、堆

肥
化
す
る
資
源
化
施
設
で
あ
っ
た
。

今
回
の
研
修
は
今
後
の
当
組
合

の
設
備
更
新
計
画
に
役
立
つ
内
容

の
あ
る
視
察
で
あ
っ
た
。

 事　件　名
結　
果

野
田　
祐
士

髙
橋
津
代
美

宮
﨑　
金
次

坂
本　
　
貢

甲
斐　
康
之

寺
本　
英
孝

坂
口　
政
弘

石
田　
秀
敏

坂
田
み
は
る

森
上　
祐
一

竹
上　
公
也

福
永　
誠
一

稲
田　
忠
則

荒
牧　
昭
博

渡
辺　
誠
男

山
内　
親
宣

江
越　
信
保

中
村　
健
二

工事請負契約の締結について（文化会館外壁他改修工事） 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
工事請負契約の締結について（広西小普通教室棟増築工事・２期）可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

 事　件　名
結　
果

野
田　
祐
士

髙
橋
津
代
美

宮
﨑　
金
次

坂
本　
　
貢

甲
斐　
康
之

寺
本　
英
孝

坂
口　
政
弘

石
田　
秀
敏

坂
田
み
は
る

森
上　
祐
一

竹
上　
公
也

福
永　
誠
一

稲
田　
忠
則

荒
牧　
昭
博

渡
辺　
誠
男

山
内　
親
宣

江
越　
信
保

中
村　
健
二

予
算
・
決
算
・
条
例
等

平成25年度一般会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可 ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度公共下水道特別会計補正予算（第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成25年度水道事業会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度一般会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度住宅新築資金等貸付特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度国民健康保険特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度介護保険特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度後期高齢者医療特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度公共下水道特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度農業集落排水事業特別会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度水道事業会計利益の処分及び決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
平成24年度益城町及び御船町中小学校組合一般会計決算認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
税条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
国民健康保険税条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
子ども・子育て会議条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
報酬及び費用弁償条例の一部改正について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
町道の路線廃止について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
町道の路線認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
嘉島町町道の路線認定に伴う承諾について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
工事請負契約の締結について（グランメッセ木山線第２鉄砂川橋下部工工事）可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
道州制導入に断固反対する意見書（議員提出議案） 可 棄 棄 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

請願 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 不 × × × × ○ × 欠 × × × × × × × × × × ―

《８月12日臨時議会での議案への賛否の状況》

《９月議会での主な議案への賛否の状況》

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　採：採択　　不：不採択　　可：可決　　否：否決　　棄：棄権

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　採：採択　　不：不採択　　可：可決　　否：否決　　棄：棄権

方
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
広
報

紙
の
作
成
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
写
真
家
の
神
島
美
明
氏

か
ら「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
写
真
術
」

と
題
し
て
、多
機
能
、高
画
質
、大

容
量
の
カ
メ
ラ
を
使
い
こ
な
す
ポ

イ
ン
ト
、構
図
で
見
せ
る
写
真
な

ど
、ど
の
よ
う
な
感
性
を
持
っ
て
写

真
を
撮
れ
ば
読
者
に
伝
わ
る
の
か
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
撮
影
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
、議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
し
て
、広
報
・
編
集
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
、

事
前
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
希
望
し
て

い
た
９
町
村
の
議
会
広
報
紙
が
、

①
発
行
目
的
に
沿
っ
た
企
画
・
編

集
に
な
っ
て
い
る
か
、②
読
み
や

す
さ
、わ
か
り
や
す
さ
へ
の
編
集

技
術
等
の
基
準
か
ら
き
め
細
か
に

チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
具
体
的
な
批

評
・
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ
る
広

報
へ
」と
し
て
、見
出
し
や
リ
ー
ド

文
の
有
効
な
つ
け
方
に
よ
っ
て
読

む
側
へ
伝
わ
る
読
み
や
す
さ
、わ
か

り
や
す
さ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

な
ど
、読
者
に
伝
わ
る
紙
面
の
構

成
技
法
を
特
に
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、“
議
会
が
見
え
る
編
集

技
術
”の
向
上
に
努
め「
読
み
た
く

な
る
議
会
報
」作
成
に
向
け
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
　
甲
斐
康
之
）

▼
真
夏
の
猛
暑
が

い
つ
ま
で
続
く
の

か
と
、
人
も
動
植

物
も
耐
え
に
耐
え

て
い
た
気
が
し
ま
す
。し
か
し
、ゆ
っ

く
り
と
で
は
あ
る
も
の
の
穏
や
か
な

秋
の
訪
れ
に
安
堵
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

黄
金
色
に
輝
き
頭
を
垂
れ
た
稲

穂
、
益
城
平
野
の
稲
刈
り
風
景
は
、

ほ
っ
と
で
き
る
幸
せ
な
光
景
に
感
じ

ま
す
。

▼
７
年
後
の
２
０
２
０
年
、
夏
季
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
決
定
は
日
本
中
を
熱
く
し

ま
し
た
。

我
が
町
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
す
勇
者
が
居
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
７
年
後
に
向
け
て
の
日
々
の
積

み
重
ね
が
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る

の
も
確
か
な
こ
と
。
そ
ん
な
方
々
の

７
年
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

▼
清
水
に
つ
い
て
も
、
町
民
の
方
々

が
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

広
報
誌
と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う

に
、
私
達
も
益
々
充
実
し
た
記
事
づ

く
り
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

（
文
責
　
坂
田
み
は
る
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、９

月
30
日
か
ら
10
月
１
日
の
２
日

間
、東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
79
回

町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

益
城
町
議
会
広
報
紙「
清
水（
せ

い
す
い
）」は
発
行
以
来「
52
号
」を

数
え
、こ
れ
ま
で
に
県
広
報
研
修

会
で「
特
選
」を
獲
得
す
る
な
ど
諸

先
輩
方
の
努
力
は
特
筆
す
べ
き
も

議会広報編集特別委員会 

委 員 長　江越　信保

副委員長　坂田みはる

委　　員　竹上　公也

委　　員　甲斐　康之

委　　員　野田　祐士

委　　員　宮﨑　金次

全
国
町
村
議
会

　
　

 

広
報
研
修
に
て
学
ぶ

全
国
町
村
議
会

　
　

 

広
報
研
修
に
て
学
ぶ

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合

「
伝
え
る
広
報
」か
ら「
伝
わ
る
広
報
」へ

“
議
会
が
見
え
る
編
集
技
術
と
は
”

設
備
更
新
計
画
に
役
立
つ
、

し
尿
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
を
視
察

視察風景



P12 P10

1717

発行／益城町議会（議長・中村健二） 編集／議会広報編集特別委員会
〒861-2295 熊本県上益城郡益城町宮園702 TEL.096-286-3111（代表） FAX.096-286-4523
印刷／ホープ印刷㈱

平成25年11月　益城町議会だより清　水

この議会だよりはエコマーク商品の再生紙をつかっています

せ　　い す　　い

議会だより
益城町益城町

平成25年第４回定例議会は12月10日（火）召集予定です。 詳しいことは、議会事務局にお尋ねください。  （☎286-3111）

No.53

P2～P3P4～P7P8～P9

平成25年（2013）平成25年（2013）9月定例議会9月定例議会

談 義
いどばた

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

木山中学校

□
□
□
□
□
□
□

全
校
生
徒
数
２
７
４
名
の

木
山
中
学
校
の
文
化
系
部
活

動
で
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
達

を
紹
介
し
ま
す
。

夕
暮
れ
が
迫
っ
た
放
課
後

の
校
舎
、３
階
の
教
室
や
テ
ラ

ス
で
は
、吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
手
に

練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

入
学
式
、卒
業
式
、定
期
演

奏
会
、夏
祭
り
な
ど
、数
多
く

の
出
演
の
場
に
向
け
て
日
々

の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。そ

ん
な
木
山
中
学
吹
奏
楽
部
の

良
さ
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
個

性
を
発
揮
し
、自
己
主
張
出
来

る
先
輩
後
輩
の
関
係
に
あ
る
」

と
言
い
ま
す
。

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

後
一
旦
引
退
と
な
る
３
年
生

が
、10
月
19
日
の
文
化
活
動
発

表
会
に
向
け
、後
輩
と
共
に
練

習
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

元
部
長
の
山
下
さ
ん
い
わ

く
、「
引
退
後
久
々
に
後
輩
の

演
奏
を
聴
い
て
、と
て
も
上
達

し
た
こ
と
を
感
じ
、こ
れ
で
後

輩
た
ち
に
安
心
し
て
あ
と
を

任
せ
ら
れ
ま
す
」と
、誇
ら
し

げ
な
素
敵
な
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
笑
顔
に

会
え
た
の
は
、部
員
皆
が
お
母

さ
ん
の
よ
う
に
尊
敬
す
る
顧

問
の
堺
詩
代
先
生
や
、久
米
直

子
先
生
の
ご
指
導
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
、部
員
達
の
成
長
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
美
術
部
、１
年
生
４

名
、２
年
生
５
名
、引
退
し
た

３
年
生
12
名
の
中
の
５
名
が

出
席
し
、デ
ッ
サ
ン
、水
彩
画

と
思
い
思
い
の
作
品
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
へ
お
邪
魔
し

ま
し
た
。

顧
問
の
石
川
文
明
先
生
は

赴
任
２
年
目
で
す
。「
出
来
る

だ
け
多
く
の
良
い
作
品
を
見

せ
、触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
描
く

力
を
育
て
た
い
」と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。今
年
２
回
目
と
な
る

夏
休
み
ス
ケ
ッ
チ
日
帰
り
旅

行
に
は
矢
谷
渓
谷
へ
。

ま
た
第
１
回
ふ
る
さ
と
彼

岸
花
祭
り
ス
ケ
ッ
チ
大
会
に

も
参
加
、壁
画
大
会
同
様
今
後

も
恒
例
と
な
り
そ
う
で
す
。

第
66
回
熊
日
学
童
ス
ケ
ッ

チ
展
で
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

表
紙
を
飾
る
熊
日
賞
に
輝
い

た
保
田
君
を
は
じ
め
、天
賞
、

地
賞
、人
賞
に
計
10
名
も
の
作

品
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
、木
山

中
学
美
術
部
の
名
は
県
下
に

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

部
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が

光
り
ま
す
。

今
ま
さ
に
芸
術
の
秋
到
来

で
す
。（

取
材  

坂
田
み
は
る
） お気に入りの一枚を手に「はぁ～いチーズ」

最後までガンバレー　　益城第二幼稚園最後までガンバレー　　益城第二幼稚園

①　片足で立ったまま靴下を履くことが出来ない
②　家の中でつまずいたり滑ったりすることが度々ある
③　手すりがないと階段を上る事ができない
④　15分（約１キロメ─トル）ほど歩き続ける事が出来ない
⑤　横断歩道を青信号で渡りきれない
⑥　２㎏の荷物（１リットルの牛乳パック２本ほど）を持って歩くのが困難
⑦　掃除機の移動や布団の上げ下ろしなど、力のいる家事が困難

★　一つでも当てはまる項目があれば、運動器（ロコモ）が衰えています。
　　日頃から体を動かしましょう。

資料提供：保健福祉センタ─

平
成
25
年
度 
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
審
議

町
政
を
問
う　

一
般
質
問

「
伝
え
る
」か
ら

「
伝
わ
る
」広
報
誌
へ

全
国
広
報
委
員
研
修
に
学
ぶ

皆
で
健
康
を
考
え
よ
う

学
校
自
慢　

木
山
中
学
校

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

楽器の音色に耳を研ぎ澄まし演奏中

�
�
�
�
�
�
�

健康長寿を目指して
７つのロコモチェック をしてみませんか？
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